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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和2年9月3日(2020.9.3)

【公表番号】特表2019-525838(P2019-525838A)
【公表日】令和1年9月12日(2019.9.12)
【年通号数】公開・登録公報2019-037
【出願番号】特願2019-504769(P2019-504769)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  23/889    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   23/889    　　　Ｍ

【手続補正書】
【提出日】令和2年7月27日(2020.7.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マンガン酸化物、クロム－マンガン酸化物、またはそれらの組み合わせ、およびＣａＷ
Ｏ4、Ｂａ3Ｙ2ＷＯ9、またはそれらの組み合わせを含む、第１の厚さを有する第１の領域
と、
　Ｘ6Ｗ6Ｚ、ＸＷＺ、またはそれらの組み合わせを含み、ここでＸは独立してＮｉまたは
Ｎｉおよび１種以上の遷移金属の混合物であり、かつＺは独立してＳｉ、Ｃ、またはそれ
らの組み合わせである、第２の厚さを有する第２の領域と、
　希土類元素、希土類酸化物、またはそれらの組み合わせと、
を含むコーティング。
【請求項２】
　前記第２の領域は、Ｍｎを該第２の領域の全質量に対して３質量％～１５質量％の量で
含む、請求項１記載のコーティング。
【請求項３】
　前記第２の領域は、Ｓｉを該第２の領域の全質量に対して１質量％～１０質量％の量で
含む、請求項１または２記載のコーティング。
【請求項４】
　マンガン酸化物、クロム－マンガン酸化物、またはそれらの組み合わせ、およびＣａＷ
Ｏ4、Ｂａ3Ｙ2ＷＯ9、またはそれらの組み合わせを含む、第１の厚さを有する第１の領域
と、
　Ｘ6Ｗ6Ｚ、ＸＷＺ、またはそれらの組み合わせを含み、ここでＸは独立してＮｉまたは
Ｎｉおよび１種以上の遷移金属の混合物であり、かつＺは独立してＳｉ、Ｃ、またはそれ
らの組み合わせである、第２の厚さを有する第２の領域と、
を含み、前記第２の領域が、該第２の領域の全質量に対して、Ｍｎを７質量％～１５質量
％の量で含み、かつＳｉを５質量％～１０質量％の量で含むコーティング。
【請求項５】
　前記希土類元素、希土類酸化物、またはそれらの組み合わせは、Ｃｅ、Ｌａ、Ｙ、Ｐｒ
、またはそれらの組み合わせを含む、請求項１から３のいずれか１項記載のコーティング
。
【請求項６】
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　前記希土類元素は、Ｙを含む、請求項５に記載のコーティング。
【請求項７】
　前記希土類酸化物は、ＣｅＯ2、Ｌａ2Ｏ3、Ｙ2Ｏ3、Ｐｒ2Ｏ3、またはそれらの組み合
わせを含む、請求項５記載のコーティング。
【請求項８】
　前記第１の領域は、前記希土類元素、前記希土類酸化物、またはそれらの組み合わせを
、該第１の領域の全質量に対して０．１質量％～３質量％の量で含む、請求項１から３ま
たは５から７のいずれか１項記載のコーティング。
【請求項９】
　前記第２の領域は、前記希土類元素、前記希土類酸化物、またはそれらの組み合わせを
、該第２の領域の全質量に対して１．５質量％～３質量％の量で含む、請求項８記載のコ
ーティング。
【請求項１０】
　前記第１の領域の厚さは、２ミクロン～２０ミクロンである、請求項１から９までのい
ずれか１項記載のコーティング。
【請求項１１】
　前記第２の領域は、２００ミクロン～１２００ミクロンの厚さを有する、請求項１から
１０までのいずれか１項記載のコーティング。
【請求項１２】
　前記マンガン酸化物は、ＭｎＯ、Ｍｎ2Ｏ3、Ｍｎ3Ｏ4、ＭｎＯ2、およびそれらの組み
合わせからなる群から選択される、請求項１から１１までのいずれか１項記載のコーティ
ング。
【請求項１３】
　前記クロム－マンガン酸化物は、スピネル型クロム－マンガン酸化物、逆スピネル型ク
ロム－マンガン酸化物、非化学量論型クロム－マンガン酸化物、またはそれらの組み合わ
せを含む、請求項１から１２までのいずれか１項記載のコーティング。
【請求項１４】
　前記クロム－マンガン酸化物は、ＭｎＣｒ2Ｏ4を含む、請求項１から１３までのいずれ
か１項記載のコーティング。
【請求項１５】
　前記第１の領域は、ＣａＷＯ4、Ｂａ3Ｙ2ＷＯ9、またはそれらの組み合わせの表面負荷
を、該第１の領域の表面積に対して１０％～９０％の量で含む、請求項１から１４までの
いずれか１項記載のコーティング。
【請求項１６】
　前記第２の領域は、該第２の領域の全質量に対して、Ｎｉを１５質量％～４５質量％の
量で含み、Ｗを１０質量％～５０質量％の量で含み、Ｃｒを２質量％～８質量％の量で含
み、Ｆｅを１質量％～１０質量％の量で含み、Ｍｎを７質量％～１５質量％の量で含み、
Ｓｉを５質量％～１０質量％の量で含み、Ｎｂを０質量％～２質量％の量で含み、Ｍｏを
０質量％～２質量％の量で含み、Ｔｉを０質量％～２質量％の量で含み、Ｚｒを０質量％
～２質量％の量で含み、かつ前記希土類元素、前記希土類酸化物、またはそれらの組み合
わせを０．１質量％～３質量％の量で含む、請求項１から１５までのいずれか１項記載の
コーティング。
【請求項１７】
　前記第２の領域は、該第２の領域の全質量に対して、Ｎｉを１５質量％～４５質量％の
量で含み、Ｗを１０質量％～５０質量％の量で含み、Ｃｒを２質量％～８質量％の量で含
み、Ｆｅを１質量％～１０質量％の量で含み、Ｍｎを７質量％～１５質量％の量で含み、
Ｓｉを５質量％～１０質量％の量で含み、Ｎｂを０質量％～２質量％の量で含み、Ｍｏを
０質量％～２質量％の量で含み、Ｔｉを０質量％～２質量％の量で含み、Ｚｒを０質量％
～２質量％の量で含み、かつＣｅを０．１質量％～３質量％の量で含む、請求項１から１
６までのいずれか１項記載のコーティング。
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【請求項１８】
　前記第２の領域は、Ｘ6Ｗ6Ｚを、該Ｘ6Ｗ6ＺおよびＸＷＺの全質量に対して５０質量％
以上の量で含む、請求項１から１７までのいずれか１項記載のコーティング。
【請求項１９】
　前記コーティングは、炭素ガス化を触媒する、請求項１から１８までのいずれか１項記
載のコーティング。
【請求項２０】
　請求項１から１９までのいずれか１項記載のコーティングが、基材の表面上にコーティ
ングとして設けられている、表面を有する基材であって、前記基材は耐熱合金（ＨＴＡ）
からできている、前記基材。
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